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１．はじめに

　見せることの実践の場としての劇場（theater）

も，見ることの研究成果としての理論（theory）

も，その語源はギリシア語の thea つまりは to

view から来ており，practice すなわち to do の

反対語として位置づけられていたという1）．劇も

理論も日常の行為や実践の場から離れた，虚構

の世界として捉えられていたのであろう．

　この観点からすると，デザインは企画から製

品まで，すなわち，虚構から現実までを内包して

おり，他方，同じ感性表現であっても芸術は，パ

フォーマンスやインタラクティブアートのよう

に行為自体に重きが置かれようと，イベントの

ように現実社会でそれが実践されようと，実社

会とは別の世界での提示，あるいは別の世界の

提示を前提にしているように思われる。それゆ

え，「よい」デザインは評価されるが，「よい」芸

術はなじまず，「面白い」作品はいずれにも当て

はまるが，「美しい」芸術は時に批判を意味する

ことになるのかもしれない．このことはまた，し

ばしば「評価性因子」として一括りにされる評価

次元の個々の尺度が，むしろそれらの微細な差

異の中に対象の本質を表す可能性を示唆してい

て注意をうながす．

２．感性認知における無自覚性

　散らばった点や煉瓦壁に含まれるアクセント

煉瓦の配置のでたらめさの程度（ランダムネス）

を我々はかなり鋭く弁別できる．しかも，この判

断はパターン全体の「よさ」や「美しさ」といっ

た主観的な印象と高い相関を示す 2-5）．つまり，

ある種の嗜好判断がランダムネス（あるいは規則

性）の指標となりうるのである．三浦らはランダ

ム度を規定する物理値としてdnn 6-7）（各々のアイ

テムから最も近いアイテムまでの距離を平均した

値）の標準偏差やフラクタル係数をとりあげて印

象との関係を検討しているが，評定者自身はパ

ターンのもつどのような情報に基づいてでたらめ

さを判断したのか，特定することは難しい．

  感性を「曖昧な情報に対する直感的な処理能

力」と定義した場合 8），この曖昧さや直感的とい

う言葉は，対象の不明瞭さや結果の不正確さ，不

安定さを意味しているのでない．環境や対象か

らどのような情報を抽出し統合してその印象を

得たか，そのことに対する意識化困難性，無自覚

性を指しているのだと考えられる．処理過程に

おける無自覚性は感性情報処理に限ったことで

はないが，美しさやよさ，違和感などの感性判断

に関しては，多くの場合，非分析的，情報統合的

に行われるため，原因帰属や言語化が難しく，そ

れが「言葉や論理を越えた」印象を与えるのであ

ろう．したがって，感性は知性と対置されるべき

ものでも，知識の関与を否定して考えるべきも

のでもないと思われる．

　本稿では視覚的にも意味的にも多様な情報を

内包し，嗜好や評価にも個人差をもつ絵画とい

う刺激を用い，印象評定という直感的な判断を

行った実験を通して，知覚・認知基盤の検討とい

う観点からそれらの結果に言及する．

３．高次感性印象の形成に関わる低次視覚
　　情報

　静止した１枚の絵の中に時間の印象を感じる
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図1 静止画の速度印象に及ぼす空間周波数の影響．原画（K. Malevich「旋盤工」）にガウスフィルター（半径10,
20 pixels）をかけた刺激とそれらに対する速度印象（●，○）．７項目（７段階）の評定結果を原画の印
象から引いて表示したもの．なお，図にはモザイクフィルターとシフトフィルターの結果も合わせて表示
している．

ことがある．三浦 9-10）は近現代に制作された平面

作品（絵画，写真，CG ）を用い，記述選択法（60

の形容語の中から当てはまるものを選択）に

よって各作品の印象を調べ，クラスター分析に

かけて印象の類似した作品を分類した．その結

果，作品は「停止・無時間」，「変化・動き・速度」，

「持続」の３群に分かれた．この結果は，文章に

含まれる「今」の広がりと方向性から，無時間，

変化，持続の３種類の「今」を抽出した野村・西

田の結果 11）と一致し，「時間」という総称のもと

で我々が把握しているもの，すなわち，心的時間

の構成要素を抽出したのだとも考えられる．一

方，Gibsonのように 12），知覚は環境から変化と

持続という情報を抽出することだと考えると，

絵画に限らず，目の前の刺激からそうした印象

を引き出した結果と言えるかもしれない．

　注目されるのは，それら３群の作品にそれぞ

れ共通する空間要因が示されたことである．す

なわち，「停止・無時間」には余白が，「持続」に

は垂直水平（時に 45度）の安定した構図や大き

な色面による塗り分け（低空間周波数）が，「変

化・動き・速度」には細い線分や画面の細分割，

小さな対象の分散配置等，高空間周波数成分の

関与が見られたことである．

　そこで，動きや速度感の感じられた作品にガ

ウスフィルターをかけて高空間周波数成分を低

下させると，速度印象は低下し，一方，この方法

では停止に関する印象には変化は生じなかった

（図１）．「変化」の印象が高空間周波数成分と関

わる可能性，および，「停止」が変化や持続に対

して非連続，もしくは質的に異なる可能性が示

唆されて興味深い．

　また，芸術系の大学生に「すばやく，ゆっく

り，止まった」という時間印象を３枚一組で表現

させると，空間周波数的表現を使った作品も制

作され，その際も「止まった」には別の表現手法

が用いられた．さらに，これらの作品を別の評定

者に見せてどの印象を表現したものかを答えさ

せると，80％を越える高い正答率で制作意図が

伝わった．これらの結果は，刺激に含まれる空間

周波数成分が速度印象の喚起に寄与している可

能性を支持するが，いずれの結果も神経生理学

的知見とは逆に，低周波成分から緩慢な速度印

象が喚起されていることから，他の経験的ス

キーマによって印象の形成が行われたのか，何

らかの仲介印象を経て両者の関係が成立したの
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か，さらに検討していく必要がある*．いずれに

しても，低次の視覚情報が速度感といった複合

的な印象喚起に関わっている可能性が示唆され

て，その無自覚性を含めて関心がもたれる．

　なお，この実験ではゆっくりとした時間の流

れを感じさせる作品の多くに写実的な風景画や

風景写真が含まれた．そこで，自然環境の風景写

真のみを刺激にした追加実験を行ったところ，

やはり刺激は３群に分かれ，変化，持続，停止の

観点から考察できる結果となった．また，変化を

感じさせる写真には高周波数成分まで含むもの

が多く，持続を感じさせる写真では垂直・水平方

向の大きな画面の分割が見られた（図２）．この

入れ子的な結果が，刺激自体の持つ空間特性に

のみ依存するのか，与えられた刺激範囲の中で

の相対判断によって生じたのかについては，さ

らに実験を重ねて確認する必要がある．

４．感性評価における基準調整

　こうした判断の際の基準調整に関

して，煉瓦壁を材料に視覚メディア

を介した際の感性印象の伝達を調べ

た実験 13-14）では，印象評価には伝達

メディアの特性が反映されるものの，

個々の刺激に対する判断は実物を前

にしたときと大きくは変わらないこ

とが示されている．Rocher ら 15）が

絵画鑑賞で指摘したように，評価判

断を行う際にはメディア特性を考慮

して，もしくは与えられた刺激の相

対比較によって，判断の物差しを形

成し，基準調整を行っている可能性

がある．

図2 「変化」を感じさせる風景写真と「持続」を感じさせる風景写真
の例と，その FFT 画像．

図3 女性の印象と鑑賞時の眼球運動．原画（春信「庭先の母子」）の変形画像（１秒提示）に対する走査経路とSD
法による女性の印象（SD プロフィール）．中央の絵には右下に鳥が描かれている．

* ここで使用している空間周波数の概念は刺激に対し
て用いられているのであって，人の感度特性に対応す
るものではない．したがって、神経生理学的知見と直
結する必然性はない．
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５．情報の統合における無自覚的な気づき

　情報の選択のみならず，情報の統合において

も無自覚的な気づきが印象形成を左右する．

　春信の浮世絵は細い線で目を描く「引目」表現

が用いられているために，人物の視線方向は，人

物の位置や姿勢，顔の向き，対象の位置等の情報

を選択，または統合して判断しなければならな

い．視線方向の決定に関わる要因を変化させた

画像を用い，人物に対する印象と視線方向およ

び会話状況の解釈を調べたところ16-18），母親と思

われる女性が幼児の方を見ている構図では母性

性の印象が喚起され，女性が幼児に背を向けた

構図では前母性性（女性性もしくは未熟な母性

性）の印象が喚起された．

　注目されるのは，女性が背を向けているにもか

かわらず，母性性の印象を喚起した構図（図３，

中）である．これは北山 19）が「平行共視」とよ

んで，臨床的立場から注目した構図でもある。こ

の絵において女性と幼児の視線の先に視対象

（鳥）があると，２人は同じものを見，会話があ

ると判断され好印象を喚起したが，対象が描か

れていないと，それぞれの人物は別のものを

見，沈黙していると判断され，人物の印象は一変

した．周辺視野の小さな対象が人物の視線方向

を決定し，印象を左右したことになる．１秒間の

提示でもこうした印象は形成されるが，その際

の眼球運動を調べると 17），鑑賞者の注視点は必

ずしも視対象に落ちてはいない．また，実験後，

視対象に関して尋ねても回答は不正確で，注意

を向けていなかったことがうかがわれる．図３

は最も近い注視点から９°を越える周辺視野にあ

る対象，すなわち精度の低い視覚情報が印象形

成に関わっていた例である．意識の周縁で無自

覚的に処理された文脈情報が印象形成の鍵に

なっていて，一般的な知覚・認知の点からも，絵

画鑑賞の点からも関心がもたれる結果である．

　ちなみに，キューイングパラダイムを用いて

模式化された２名の人物の視線方向と視対象へ

の気づきの関係を，反応時間を指標に文字弁別

課題を用いて調べると，400 ms 以上の SOA で

は，平行共視条件において反応が早くなった17）．

共視対象へのすばやい気づきが３項関係の形

成 20）に寄与し，印象形成に影響したとも考えら

れる．

６．情報統合における矛盾と違和感

　情報統合の際に整合的な解釈を取れなかった

場合，もしくは鑑賞者のもっているスキーマか

らの逸脱がある場合には，違和感や不思議な印

象が喚起される．

　マグリッドやキリコの絵にも奥行き手がかり

の制約違反によって超現実主義的な印象を与え

ている作品は少なくない．キリコの「街の神秘と

憂鬱」における消失点の不一致は線遠近法の知

識があれば指摘できることだが，そのことに気

図4　奥行き手がかりの制約違反と違和感の大きさ（刺激例）．
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づかなくても，不思議な印象は喚起される．その

上，彼の作品の殆どは右上からの光線を受けて

左下に影が落ちている．多くの西洋の絵画は左

上からの光線に対し右下にキャストシャドウを

落とす構図が多く，そうした絵画表現における

照明方向の典型性からの逸脱も，奇妙な雰囲気

の形成に寄与していると思われる．Sun and

Perona は輝度勾配をもつ複数のディスク刺激を

用いた視覚探索課題において，真上からではな

く，左上 60°～30°にある光源が推定される条件

において，最もターゲットの検出が早くなるこ

とを見出し 21），Mezger 22）の指摘した日常での電

気スタンドの照明方向との関連を調べている．

　とすれば，日頃，我々が使用している奥行き手

がかりの階層性を，「違和感」を用いて推察でき

ないだろうか．小森と三浦は，奥行き手がかりの

制約違反を含む幾何学図形と日常光景の線画を

300 ms 提示し（図４），その配置が「３次元画像

としてあり得そうか否か」を判断させたとこ

ろ，重なり－高さ－線遠近法－大きさの順に違

反に対してあり得ないとする判断が強く示さ

れ，かつ，日常的な光景に対してより厳しい判断

の下される結果を得た 23）．異なる手がかり間の

違反の程度を一定にすることは難しいので予備

研究の範囲を免れ得ないが，違和感という直感

判断を通して，絵画理解のみならず日常におけ

る奥行き手がかりの階層性を探るというのも，

方法論の一つとして検討する価値があるものと

思われる．

７．知覚と印象の関係を求めて

　縞柄錯視は，縦縞の服を着ると細く見え，横縞

の服を着ると高さが低く感じられる錯視であ

り，被服デザインの領域ではよく知られた現象

である．この錯視の面白いところはいわゆる分

割線錯視とは逆方向に現象が生起することであ

る．三浦 24-25）は縞柄錯視をきめの勾配によって

生じた３次元の大きさ錯視と考え，「知覚される

奥行き量」と「知覚される幅」との関係を調べて

きた．田谷と三浦はこうした幅の縮小が円筒状

の刺激を用いると，２次元のきめの勾配 26）や陰

影 27），左右網膜像差による立体図形や実際の立

体 28）においても同様に観察できることを確認し

（図５），どのような奥行き手がかりによって形

成されたものであれ，立体感が喚起された場合

には，その方向に長さの短縮が生じることを見

出した．錯視が情報統合後の高次段階で生じて

いるなら，もしくは高次からの影響を受けて生

起しているなら，単一次元の影響を分離して捉

えることは難しい．こうした場合，個々の次元の

物理特性と知覚のあり方を見るよりも，形成さ

れた表象と知覚のあり方を検討する方が，より

包括的な説明を提供することになるものと思わ

れる．

　立体感や速度感といった印象を感性印象とよ

ぶか知覚とよぶかはともかく，主観的な印象（正

図5　知覚される奥行き量と知覚される幅の関係．
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確には独立変数としての知覚量）と知覚現象と

の関係を測定する psychometrics 的な方法論が，

従来の psychophysics 的な方法論に加えて，知覚

の基礎研究においても展開できるのではないだ

ろうか．

　心理物理学の創始者 Fechner が実験美学の祖

であったように，感覚の実験と美への理解はもと

もと同根であった．そもそも，Aesthetics（美学）

が「感覚（感性）の学」という造語から出発した

ように 29），「感性」は Vision（視覚：生理学的メ

カニズムに基づく段階）からVisuality 30）（視覚性：

社会的認知，認知の枠組）までを含み，しかも，

印象評価を伴った「知覚」とも考えることができ

る．視覚の基礎と感性の研究が，視点や知見を共

有して互いに進展していくことを期待したい．
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